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美美しくしく住みやすいみやすい環境環境にするためににするために美しく住みやすい環境にするために美しく住みやすい環境にするために
平成20年度下半期　環境苦情・不法投棄について平成20年度下半期　環境苦情・不法投棄について平成20年度下半期　環境苦情・不法投棄について平成20年度下半期　環境苦情・不法投棄について平成20年度下半期　環境苦情・不法投棄について平成20年度下半期　環境苦情・不法投棄について平成20年度下半期　環境苦情・不法投棄について

苦情の種類
騒音
振動
水質
悪臭（野焼き）
悪臭（その他）
ごみステーション
動物関係
その他
　　　　合　　　計

10月
0
0
0
2
1
3
5
3
14

11月
1
0
0
1
0
4
6
1
13

12月
0
0
0
3
0
7
2
2
14

1月
0
0
0
2
0
4
1
1
8

2月
1
0
0
0
0
3
2
1
7

3月
0
0
0
1
0
7
1
2
11

小計
2
0
0
9
1
28
17
10
67

不法投棄の種類
リサイクル対象家電*
その他家電・家具類
パソコン
自転車
タイヤ
その他
　　　　合　　　計

10月
3
0
0
5
0
1
9

11月
0
1
0
4
0
1
6

12月
0
1
0
2
0
5
8

1月
2
3
0
6
5
4
20

2月
5
0
0
3
1
3
12

3月
11
2
0
2
5
4
24

小計
21
7
0
22
11
18
79

* 家電リサイクル対象品目（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン）

【環境苦情件数】

【不法投棄数】

　下の表は、10月から3月までに町環境課に寄せられた、公害や生活環境に関する苦情件数と不法投棄数です。

　ごみステーションに関する苦情が多くなっています。ごみステーションは地域の皆さんが利用しますので、お互いが気
持ちよく利用できるように、ルールに従って正しくごみを出しましょう。
　また、ごみの野外焼却は法律で禁止されています。家庭から出たごみはごみステーションに出すなどして、正しく処理
しましょう。

地域への思いやりをもって、お互いが
住み良い環境をつくりましょう。

　◆問合せ先　町環境課
　　　　　1675－8109

Eメールアドレス　kankyou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 2

【不法投棄の現場】

不法投棄とは、法律に違反してごみを捨てることです。空き缶やペットボトルなどの少量のごみであっても、不法投棄
となり罰則の対象となります。
町では、環境パトロールや美化指導員の監視活動により、不法投棄の早期発見、撤去に取り組んでいますので、皆さん

のご協力をお願いします。



　町では、主要河川と地下水などの水質調査を年2回（8月・2月）行っています。今回は、2月20日に採水した地下水、2月26日
に採水した河川水の水質調査の結果についてお知らせします。
○河川水及び用水：生活環境の保全に関する環境基準（河川）の基準値の中の3項目と全窒素及び全りんの検査結果

≪参考≫
PH（酸度とアルカリ度を表す指標）・BOD（生物化学的酸素要求量：水の汚れ具合）・SS（浮遊物質：水に溶けずに浮遊しているもの）
基準値A類型（河川の水質汚濁に関する環境基準のうち2番目のランク。ヤマメ・イワナの生育に適した水質）
基準値B類型（河川の水質汚濁に関する環境基準のうち3番目のランク。サケ科魚類及び鮎の生育に適した水質）
基準値C類型（河川の水質汚濁に関する環境基準のうち4番目のランク。コイ、フナの生育に適した水質）

地　点　名
　　　　　基準値A類型
　　　　　基準値B類型
　　　　　基準値C類型
大川（下柏崎）
釜ヶ淵（宝積寺石神）
新堀（石末宿）
新堀（石末柳林）
野元幹線（石末赤堀）
野元幹線（上高根沢木内）
五行川（花岡）
五行川（太田）
冷子川（東高谷）
井沼川（仁井田）
井沼川（太田）

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

PH
6.5－8.5
6.5－8.5
6.5－8.5
7.3
6.8
7.4
7.8
7.4
7.3
7.3
7.7
7.4
7.3
7.3

BOD
≦2mg/R
≦3mg/R
≦5mg/R
2.3
0.8
1.4
2.2
1.2
0.9
<0.5
0.8
0.8
0.8
0.8

SS
≦ 25mg/R
≦ 25mg/R
≦50mg/R
4.0
1.6
2.8
2.8
4.0
6.4
2.0
6.0
5.6
4.0
9.2

全窒素

2.3
4.7
1.7
1.8
1.7
1.8
1.7
1.7
2.1
1.0
1.6

全りん

0.06
0.06
0.76
3.0
1.1
0.17
0.12
0.28
<0.05
<0.05
<0.05

mg/R mg/R

河川水・地下水等水質調査結果について河川水・地下水等水質調査結果について河川水・地下水等水質調査結果について河川水・地下水等水質調査結果について河川水・地下水等水質調査結果について河川水・地下水等水質調査結果について河川水・地下水等水質調査結果について

○地下水：主要9項目の検査結果
　すべての地点において、基準値を満たす結果となり、飲料水として適切と判断されました。

※井戸水を利用しているご家庭は、年に1回は水質調査を受けて水の安全性を確認しましょう!

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

200mg/R

以下

7.0

11

7.9

8.4

11

12

5.5

6.8

5.0

7.0

6.9

6.7

5mg/R

以下

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

5.8－8.6

6.8

6.5

6.7

6.7

6.5

6.4

6.4

6.6

6.5

6.5

6.5

6.7

異常で

ないこと

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常で

ないこと

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

地　

点　

名

塩
化
物
イ
オ
ン

P　

H　

値

臭　
　
　

気

　
　

味

5度以下

<1

<1

<1

<1

<1

<1

<1

<1

<1

<1

<1

<1

色　
　
　

度

2度以下

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

<0.5

濁　
　
　

度

100個/P

以下

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
般
細
菌
数

検出され

ないこと

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

大
腸
菌
群

有
機
物
等

（
全
有
機
炭
素

の
量
）

 基 準 値

上高根沢（A）

上高根沢（B）

上高根沢（C）

太田

宝積寺（A）

宝積寺（B）

石末

中阿久津

大谷

花岡（A）

花岡（B）

西高谷

異常水質対策に向けて
油や薬品などが河川に流出する水質事故は、私たちの生活や動植物に大きな影響を与えます。河川に流出した油の

回収に要した資材の費用は、原因者の方に負担していただく場合があります。ご家庭や事業場で、油などの取扱いが
適切かどうか、もう一度確認してみましょう。

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/3



10
月
よ
り
、
公
的
年
金
な
ど

（
※
）
に
か
か
る
個
人
住
民
税
が
、

年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
引
か
れ
る

特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
特
別
徴
収
対
象
の

方
は
、
納
期
が
年
４
回
か
ら
年
６

回
に
な
り
、
１
回
あ
た
り
の
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
公
的
年
金
な
ど
と
は
、
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

や
勤
め
て
い
た
会
社
な
ど
か
ら
支

払
わ
れ
る
企
業
年
金
な
ど
を
い
い

ま
す
。

質
問
　
ど
ん
な
制
度
で
す
か
？

答
え

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方
の
個
人
住
民
税

を
公
的
年
金
な
ど
か
ら
引
き
落
と

し
す
る
制
度
で
す
。

質
問
　
対
象
と
な
る
人
は
？

答
え

当
該
年
度
の
初
日
（
４
月

１
日
）
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
前
年
中
の
年

金
所
得
に
か
か
わ
る
納
税
義
務
の

あ
る
方
（
住
民
税
が
非
課
税
の
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
公
的
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未

満
の
方

②
高
根
沢
町
の
介
護
保
険
料
が
年

金
か
ら
引
か
れ
て
い
な
い
方

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
個
人

住
民
税
と
他
の
特
別
徴
収
さ
れ
る

額
（
※
）
の
合
計
額
が
老
齢
基
礎

年
金
な
ど
の
年
額
を
超
え
る
方

※
特
別
徴
収
さ
れ
る
額
と
は
、
次

の
４
つ
で
す
。

〇
所
得
税
〇
介
護
保
険
料
〇
国
民

健
康
保
険
税
〇
後
期
高
齢
医
療
保

険
料

質
問
　
対
象
と
な
る
年
金
は
？

答
え

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老

齢
厚
生
年
金
、
退
職
共
済
年
金
な

ど
で
す
。

障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
な
ど

の
非
課
税
の
年
金
か
ら
は
、
住
民
税

の
引
き
落
と
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

質
問
　
引
き
落
と
し
さ
れ
る
個
人

住
民
税
は
？

答
え

公
的
年
金
な
ど
の
所
得
に

対
す
る
町
県
民
税
（
所
得
割
額
お

よ
び
均
等
割
額
）
で
す
。

公
的
年
金
以
外
の
所
得
に
対
す

る
税
額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
、

ま
た
は
納
付
書
（
口
座
振
替
）
で
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問
　
本
人
の
意
思
で
納
付
方
法

を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

答
え

本
人
の
意
思
で
の
選
択
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
　
引
き
落
と
し
が
中
止
と
な

る
場
合
は
？

答
え

引
き
落
と
し
開
始
後
、
町

外
へ
の
転
出
、
税
額
の
変
更
、
年

金
の
支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
は
、
引
き
落
と
し
が
中
止
と

な
り
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
）
に
よ
り
町
会
計
課

や
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問
　
始
ま
る
時
期
は
？

回
答

10
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

質
問
　
ど
ん
な
方
法
で
す
か
？

回
答

平
成
21
年
度
（
平
成
20
年

分
）
の
課
税
所
得
の
年
金
所
得
に

対
し
て
、
住
民
税
が
特
別
徴
収

（
年
金
引
き
落
と
し
）
に
よ
る
納
付

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
21
年
度
は
特
別
徴

収
導
入
初
年
度
の
た
め
、
６
月
・

８
月
の
２
期
分
は
普
通
徴
収
で
納

付
し
て
い
た
だ
き
、
10
月
以
降
は

特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

Eメールアドレス　zeimu@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 4

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す

◆
問
合
せ
先　

町
住
民
課　

税
務
担
当　

住
民
税
グ
ル
ー
プ　

☎
６
７
５―

８
１
０
３

1010月より月より10月より

特　別　徴　収　１　年　目

普　通　徴　収 特　別　徴　収
税　

額

6 月
年税額の 1/4

8 月
年税額の 1/4

10 月
年税額の 1/6

12 月
年税額の 1/6

2 月
年税額の 1/6

特 別 徴 収 ２ 年 目 以 降

仮　　徴　　収 本　　徴　　収
特　　　　別　　　　徴　　　　収

税
額

4 月

前年度 2 月
分と同額

6月

前年度 2 月
分と同額

8月

前年度 2 月
分と同額

10 月
年税額から
仮徴収した
額を控除し
た額の 1/3

12 月
年税額から
仮徴収した
額を控除し
た額の 1/3

2 月
年税額から
仮徴収した
額を控除し
た額の 1/3

〇年度前半において年税額の１／４ずつを、６月・８月に普通徴収により徴収
〇年度後半において年税額から普通徴収した額を控除した額を、10月・12月・２月における老齢
　基礎年金などの支払いごとに特別徴収により徴収

○４月・６月・８月は、前年度の２月の税額と同額を、10月・12月・２月においては年税額から
　仮徴収した額を控除した額の１／３ずつを、老齢基礎年金などの支払いごとに特別徴収により徴収



身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
使
用
す
る

軽
自
動
車
、
ま
た
は
常
時
介
護
す
る
方
が

使
用
す
る
軽
自
動
車
の
税
金
が
、
１
台
に

限
り
減
免
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
場
所

町
住
民
課
　
税
務
担
当
窓
口

◆
申
請
期
間

５
月
14
日
（
木
）
〜
25
日
（
月
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

②
運
転
免
許
証
、
申
請
す
る
軽
自
動
車

の
車
検
証

③
印
鑑

④
通
院
証
明
書
、
通
勤
証
明
書
（
体
が

不
自
由
な
方
の
た
め
に
使
用
す
る
場

合
）

⑤
平
成
21
年
度
納
税
通
知
書
（
納
付
し

な
い
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

◆
そ
の
他

①
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
減
免
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
住
民
課
　
税
務
担
当

1
６
７
５
ー
８
１
０
３

軽
自
動
車
税
は
、
町
会
計
課
や
金
融
機

関
に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
納
税
通
知
書
裏
面
に

記
載
の
提
携
店
で
す
）。

納
期
限
は
、
６
月
１
日
（
月
）
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
住
所
、
名
義
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
、

変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/5

身
体
障
が
い
者
な
ど
が
使
用
す
る

軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す

証明書の種類

所得証明書
児童手当用所得証明書
課税証明書
非課税証明書

町県民税を給料
から毎月引かれ
ている方
（特別徴収）

町県民税を納付
書または口座振
替で納付してい
る方（普通徴収）

５月１１日（月）から ６月１５日（月）から

税務証明の発行に関するお知らせ

◆問合せ先　町住民課　税務担当　☎６７５―８１０３

次の表に掲げる平成21年度分の税証明書の発行は、
５月または６月からです。

「広報たかねざわ」・「町ホームページ」への掲載広告を募集しています
町では、身近な生活情報の提供と町有資産の有効な活用を目的に、有料広告事業を実施しています。
お店や企業のＰＲ、イベントの宣伝などに、ぜひご活用ください。

◆広報たかねざわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆町ホームページ

◆広告掲載の基準
掲載する広告は、以下の要綱などを厳守してください。
内容は町秘書広報課または町ホームページでご確認ください。
①高根沢町広告事業実施要綱　　
②高根沢町広告掲載基準
③広報たかねざわ広告掲載取扱要領
④高根沢町ウェブサイト広告掲載取扱要領

①発行部数　約１０，０００部
②発行日　　毎月１回、各月の５日に発行
③配布方法　新聞折込により各家庭に配布
④募集内容

①アクセス数　月約８，０００件
②募集内容

掲載位置
掲載枠数
掲載規格
刷 色
掲 載 料
掲載期間
申込期間

裏表紙１ページ前・２ページ前最下段
４枠（１ページに２枠）
縦4.5cm×横8.5cm 
単色（黒）
１号１枠　１０，０００円
１カ月単位で最大１２カ月
掲載希望月の前々月の末日まで

今月号23ページ
下段をご覧ください。

掲載位置
掲載枠数

掲載規格

掲 載 料
掲載期間
申込期間

町ホームページのトップページ
５枠
バナー広告
縦60ピクセル×横150ピクセル（1.58cm×3.96cm）
容量４KB以内
GIF、JPEG、PNG形式
１カ月１枠　１０，０００円
１カ月単位で最大１２カ月
随時

◆申込み・問合せ先　
町秘書広報課　広報公聴担当　1６７５ー８１０２
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『たかねピア夏祭・盆踊り花火大会』は、たくさんの皆さまのご支援とご協力によって支えられ、親しま
れるイベントとして開催してきましたが、今年度は一時休止とさせていただくことになりました。
なお、休止の経緯は、次のとおりです。

◆実行委員会での協議
平成20年度の『たかねピア夏祭・盆踊り花火大会』の実施にあたっては、昨年５月に開催された実行委員

会において「協賛金やスタッフの減少について」、また「町が主体となって開催することが真のまちづくりに
つながっていくのか」などの意見が委員からあがり、運営方法の見直しが課題として取りあげられ、その方
策が議論されました。
しかし、検討期間が短かったことから結論にはいたらず、従来どおり『たかねピア夏祭・盆踊り花火大会』

が開催されました。

◆新たに検討委員会を設置
祭り終了後の実行委員会において、「平成21年度以降の祭りのあり方を、実行委員会とは切り離した、新た

な検討委員会で協議する」との意見があがり、15人の委員（町商工会・塩野谷農協・町から各５人が推薦）
による『次年度以降の祭りのあり方を検討する検討委員会』が設置されました。
検討委員会では、12月から３回の会議を開催。また、各委員が所属する組織などでも検討が重ねられました。

◆検討委員会からの報告
検討委員会では、祭りを継続していくための課題として、
①協賛金が年々減少している
②行政主導の祭りのため、運営スタッフは役場職員が主体であり、スタッフが減少している
【参考】町職員数　平成11年：241人⇒平成21年：201人
③盆踊りやおみこしの参加が減少している
【参考】盆踊り参加者数　平成元年：1,300人⇒平成19年：700人
【参考】おみこし参加数　平成８年：32基（子ども20・大人12）⇒平成19年：６基（子ども５・大人１）
④祭りのマンネリ化に伴い、新たなスタッフが参加しづらく、若い人たちの意見が反映されにくい環境である
⑤行政主体の祭りではなく、若い人たちの意見を取り入れた新しい祭りを創造する必要がある
などが提起され、議論が進められました。委員自らが「任せてもらえるなら、自分たちの手で祭りを作りた
い」といった力強い意見も出されました。
その結果、３月に検討委員会から町に対して、祭りを廃止するのではなく、現在の課題を整理し、高根沢

町の祭りが将来にわたって継続されるように議論した結論として、
「平成21年度は夏祭・盆踊り花火大会を一時休止し、その間、従来のあて職からなる実行委員会で
はなく、若い人たちが中心となって、人と人のネットワークによって活動できる環境をつくりあげ、
平成22年度には新たな組織による新たな祭りを実施する」
という検討結果の報告がありました。

◆町として休止を判断
検討委員会からの報告を受け、町商工会、塩野谷農協、町議会とも協議いたしました。一部には「町主体

で開催しても良いのではないか」との意見もありましたが、検討委員会の真剣な議論を尊重すべきであると
判断し、町として平成21年度『たかねピア夏祭・盆踊り花火大会』の休止を決定しました。

Eメールアドレス　syoukou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ

平成22年度、新たな形で新たな祭りを、ぜひ開催させましょう。
皆さまの積極的なご支援、ご協力をお願いいたします。
◆問合せ先　　町産業課　商工業担当　　　1６７５－８１０４
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町
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
20
年

度
に
か
け
て
、
国
の
補
助
金
で
あ
る
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
、
宝
積
寺
駅

東
西
連
絡
通
路
や
宝
積
寺
駅
舎
の
建
設
を

は
じ
め
、
ち
ょ
っ
蔵
広
場
や
周
辺
道
路
網

な
ど
を
整
備
し
、
平
成
20
年
度
に
事
業
を

終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
、
事
後
評
価
シ
ー
ト
に
ま

と
め
た
も
の
を
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
後
評
価

委
員
会
の
議
事
録
お
よ
び
具
申
書
も
あ
わ

せ
て
公
表
し
ま
す
。

◆
期
　
間

平
成
22
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆
閲
覧
場
所

町
都
市
整
備
課

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
都
市
整
備
課
　
1
６
７
５
ー
８
１
０
７

６
月
１
日
か
ら
、
宝
積
寺
駅
東
口
ロ
ー

タ
リ
ー
駐
車
場
の
料
金
を
次
の
と
お
り
徴

収
し
ま
す
。
１
時
間
以
内
は
無
料
で
す
が
、

１
時
間
を
超
え
て
駐
車
す
る
場
合
、
料
金

が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
時
間
ま
で
…
無
料

１
時
間
30
分
ま
で
…
１
０
０
円

２
時
間
ま
で
…
２
０
０
円

２
時
間
超
…
１
時
間
毎
に
５
０
０
円

◆
問
合
せ
先

町
都
市
整
備
課
　
1
６
７
５
ー
８
１
０
７

Ｔ
Ｍ
Ｏ
高
根
沢
　
1
６
７
５
ー
０
０
０
４

※
斜
線
部
分
が
新
た
に
料
金
を
徴
収
す
る

駐
車
場

４
月
１
日
か
ら
、
ち
ょ
っ
蔵
広
場
お
よ

び
宝
積
寺
駅
東
西
連
絡
通
路
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
と
は
、
民
間
の
能
力
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
つ
つ
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
町
に
代
わ
っ
て
管
理
運
営
を
行
う
制

度
の
こ
と
で
す
。

４
月
か
ら
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
高
根
沢
が
管
理

運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
都
市
整
備
課
　
1
６
７
５
ー
８
１
０
７

Ｔ
Ｍ
Ｏ
高
根
沢
　
1
６
７
５
ー
０
０
０
４

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
後
評
価

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

６
月
１
日
か
ら
駅
東
口
ロ
ー
タ

リ
ー
駐
車
場
を
有
料
化
し
ま
す

ち
ょ
っ
蔵
広
場
、
駅
東
西
連
絡
通
路

の
指
定
管
理
者
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ
高
根
沢

１時間以上の駐車が
有料化される駐車場

○
高
根
沢
町
文
化
協
会
歌
謡
部
歌
謡
連
盟

４
３，

９
４
０
円

第
７
回
・
第
８
回
お
た
の
し
み
発
表
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を
寄
付

○
高
根
沢
町
リ
ー
ダ
ー
ス

８
７
１
円

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
募
金
を
寄
付

○
高
根
沢
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

１
７，

９
３
０
円

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
お
い

て
の
ホ
ー
ル
イ
ン
基
金
を
寄
付

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
募
金
箱

３，

５
０
７
円

愛
の
基
金
へ
寄
付

○
育
児
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
ん
ぼ

１
０，

０
０
０
円

公
民
館
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
の
売
上
金
の

一
部
を
寄
付

３
月
31
日
現
在
合
計
額

１
３
５，

０
６
８，

０
４
６
円

TAKANEZAWA AI NO KIKIN

た
か
ね
ざ
わ
愛
の
基
金
（
敬
称
略
）
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「
情
報
公
開
制
度
」
は
、
町
が
持
っ
て
い
る
様
々
な
情
報
を
、「
町
民
全
体
の
共
有
財
産
」

と
し
て
、
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
制
度
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
公
正
で
開
か
れ

た
町
政
の
実
現
を
図
る
た
め
に
も
「
情
報
公
開
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
は
15
件
の
情
報
公
開
請
求
、
１
件
の
自
己
情
報
開
示
等
請
求
、
２
件
の

情
報
公
開
不
服
申
し
立
て
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
町
秘
書
広
報
課

1
6
7
5
―
8
1
0
2

町
都
市
整
備
課
旅
行
命
令
簿
（
平
成
20
年
１
月
・
２
月
分
）、
関

係
復
命
資
料

町
議
会
ネ
ッ
ト
中
継
に
関
わ
る
検
討
資
料
一
切

①
宝
積
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
関
係
引
継
ぎ
書
類

a
換
地
計
画
書
（
石
末
一
部
区
域
）

s
画
地
確
定
測
量
図
（
石
末
一
部
区
域
）

②
町
道
48
号
線
に
係
る
道
路
工
事
経
歴
関
係
書
全
て

③
町
道
48
号
線
（
一
部
区
域
）
水
道
管
・
下
水
道
管
埋
設
位
置
図

①
町
道
48
号
線
（
一
部
区
域
）
に
係
る
道
路
図
面

②
町
道
48
号
線
（
一
部
区
域
）
に
係
る
下
水
道
側
溝
位
置
図

③
町
道
48
号
線
（
一
部
区
域
）
に
係
る
上
下
水
道
工
事
経
歴
関
係
書

宝
積
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
換
地
明
細
書
（
石
末
一
部
区
域
）

①
町
民
生
委
員
協
議
会
補
助
関
係
資
料
（
平
成
19
・
20
年
度
分
）

②
条
例
の
ほ
か
の
各
課
事
務
分
掌
の
一
切
（
平
成
19
・
20
年
度
分
）

③
東
北
原
踏
切
の
廃
止
に
係
る
協
議
書
等
会
議
録
ほ
か
の
一
切

④
弁
護
士
費
用
の
一
切
（
５
年
分
）

⑤
高
根
沢
湧
泉
太
鼓
補
助
関
係
資
料
（
平
成
19
・
20
年
度
分
）

※
①
⑤
の
不
存
在
資
料
　
平
成
19
年
度
収
支
決
算
・
事
業
報
告
に

係
る
領
収
書
の
コ
ピ
ー，
平
成
20
年
度
収
支
決
算
書
・
事
業
報

告
書
・
額
の
確
定
通
知
書

町
道
86
号
線
拡
幅
に
つ
い
て
（
石
末
一
部
区
域
）

①
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書

②
固
定
資
産
税
課
税
に
関
す
る
も
の

③
拡
幅
工
事
に
関
す
る
協
定
書

※
②
の
不
存
在
資
料
　
固
定
資
産
税
課
税
（
住
民
課
）
に
関
す
る

も
の

内
　
　
　
容

公
　
開

公
　
開

①
部
分
公
開

②
不
存
在

③
公
　
開

①
②
公
開

③
不
存
在

部
分
公
開

①
〜
⑤

部
分
公
開

※
①
⑤
の
一

部
不
存
在

①
不
存
在

②
③

部
分
公
開

※
②
の
一
部

不
存
在

公
開
の
可
否

４
／
９

４
／
22

８
／
６

①
②８

／
21

③
８
／
20

８
／
27

①
④
⑤

10
／
８

②
10
／
15

③
10
／
10

10
／
15

①
③11

／
28

②
11
／
25

11
／
28

決
定
日

４
／
９

４
／
18

７
／
29

８
／
８

８
／
22

10
／
３

11
／
17

受
付
日

１２３４５６７ <

①
所
管
事
務
調
査
の
復
命
書
及
び
議
員
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
書
（
平

成
20
年
１
月
〜
）

a
各
常
任
委
員
会

s
議
会
運
営
委
員
会

d
広
報
委
員
会

②
会
議
録
（
平
成
20
年
１
月
〜
）

a
議
会
運
営
委
員
会

s
建
設
産
業
常
任
委
員
会

③
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
要
綱
と
案
内
状

（
平
成
20
年
１
月
〜
）

④
塩
谷
広
域
行
政
組
合
に
つ
い
て
（
平
成
20
年
１
月
〜
）

a
議
長
会
行
政
視
察

s
議
長
会
へ
の
交
際
費
そ
の
他
諸
費
用

d
監
査
委
員
の
日
程

⑤
平
成
20
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
通
告
に
関
す
る
も
の

※
①
の
不
存
在
資
料
　
議
会
運
営
委
員
会
分

①
東
北
原
踏
切
の
廃
止
に
か
か
わ
る
協
議
書
等
会
議
録
ほ
か
の
一
切

a
意
志
決
定
過
程
（
10
／
３
請
求
時
）
の
非
公
開
部
分

s
11
月
30
日
回
答
期
限
の
Ｊ
Ｒ
へ
の
回
答
書

d
そ
の
他
の
文
書

②
道
路
の
維
持
保
守
の
実
態
に
つ
い
て
の
一
切

a
維
持
及
び
保
守
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
委
託
業
務
を
含
む
）

s
パ
ト
ロ
ー
ル
・
巡
視
等
の
実
績
（
３
年
分
）

※
①
の
不
存
在
資
料
　
11
月
30
日
回
答
期
限
の
Ｊ
Ｒ
へ
の
回
答
書

②
の
不
存
在
資
料
　
パ
ト
ロ
ー
ル
・
巡
視
等
の
実
績
（
３
年
分
）

町
道
86
号
線
拡
幅
に
つ
い
て
（
石
末
一
部
区
域
）

①
北
側
拡
幅
か
ら
一
部
分
変
更
の
協
議
書
理
由
書

②
南
側
側
溝
を
整
備
し
た
際
の
協
議
書
及
び
契
約
書

高
根
沢
町
下
水
道
条
例
に
か
か
る
日
量
50
k
以
上
の
事
業
所
リ
ス

ト
（
名
称
、
所
在
地
、
日
排
水
量
）

①
指
定
金
融
機
関
に
係
る
契
約
内
容

②
具
体
的
な
業
務
内
容
（
事
務
処
理
内
容
も
含
む
）

③
預
託
金
の
額
、
他
行
に
お
け
る
預
託
条
件

④
歳
入
、
歳
出
、
資
金
滞
留
額

⑤
振
込
件
数
、
手
数
料
の
取
扱
条
件

⑥
町
職
員
数
、
給
与
振
込
状
況
、
財
形
貯
蓄
件
数
金
額

⑦
学
校
、
福
祉
施
設
等
の
公
共
事
業
体
数
、
資
金
の
流
れ
（
平
成

20
年
度
）

⑧
公
共
工
事
発
注
推
移
（
件
数
、
金
額
）（
過
去
５
年
間
）

⑨
そ
の
他
指
定
金
融
機
関
と
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報

①
〜
⑤

部
分
公
開

※
①
の
一
部

不
存
在

①
②

部
分
公
開

※
①
②
の
一

部
不
存
在

不
存
在

公
　
開

①
〜
⑤
⑦
⑨

部
分
公
開

⑥
⑧
公
開

①
②
③
④

12
／
１

⑤
11
／
28

１
／
６

１
／
６

１
／
30

①
〜
⑤
⑨

２
／
６

⑥
⑧２

／
10

⑦
２
／
４

11
／
17

12
／
25

12
／
25

１
／
20

１
／
29

８９101112

内
　
　
　
容

公
開
の
可
否

決
定
日

受
付
日

<

■
平
成
20
年
度
情
報
公
開
請
求
状
況

情
報
公
開
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/9

平
成
20
年
11
月
28
日
付
「
民
報
高
根
沢
」
掲
載
記
事
に
関
す
る
町

と
日
本
共
産
党
高
根
沢
支
部
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
平
成
21

年
３
月
４
日
ま
で
の
文
書
一
式

①
職
員
駐
車
場
に
係
わ
る
経
費
及
び
契
約
書
の
一
切
（
平
成
18
〜

20
年
度
分
）

②
Ａ
４
コ
ピ
ー
用
紙
の
入
札
結
果
調
書
及
び
購
入
実
績
（
平
成
19

年
度
分
）

③
町
有
地
で
境
界
が
不
確
定
の
箇
所
の
調
書
及
び
証
す
る
情
報
の

一
切

①
教
育
委
員
会
の
稼
働
状
況
、
処
理
件
数
等
が
わ
か
る
資
料
（
平

成
18
〜
20
年
度
分
）

②
選
挙
管
理
委
員
会
の
稼
働
状
況
、
処
理
件
数
等
が
わ
か
る
資
料

（
平
成
18
〜
20
年
度
分
）

③
監
査
委
員
の
稼
働
状
況
、
処
理
件
数
等
が
わ
か
る
資
料

（
平
成
18
〜
20
年
度
分
）

④
農
業
委
員
会
の
稼
働
状
況
、
処
理
件
数
等
が
わ
か
る
資
料
（
平

成
18
〜
20
年
度
分
）

⑤
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
稼
働
状
況
、
処
理
件
数
等
が
わ

か
る
資
料
（
平
成
18
〜
20
年
度
分
）

⑥
遊
技
場
出
店
に
伴
う
町
道
86
号
線
拡
幅
に
つ
い
て

a
拡
幅
す
る
と
し
た
根
拠
文
書
及
び
経
緯
を
示
す
も
の

s
買
収
に
関
す
る
調
書
（
契
約
書
・
支
出
負
担
行
為
書
）

d
地
元
自
治
会
及
び
地
権
者
説
明
会
資
料
及
び
会
議
録

内
　
　
　
容

公
　
開

部
分
公
開

①
②
③
④

公
　
開

⑤
⑥

部
分
公
開

公
開
の
可
否

３
／
５

３
／
18

①
３
／
27

②
③３

／
25

④
⑤３

／
24

⑥
３
／
31

決
定
日

３
／
４

３
／
５

３
／
19

受
付
日

131415 <

職
員
採
用
試
験
に
お
け
る
結
果

内
　
　
　
容

開
示

公
開
の
可
否

10
／
７

決
定
日

10
／
７

受
付
日

１ <

平
成
20
年
11
月
17
日
付
情
報
公
開
請
求

「
町
道
86
号
線
拡
幅
に
つ
い
て
（
石
末
一
部
区
域
）
譲
渡
に
関
す
る

契
約
書
」
に
係
る
11
月
28
日
付
不
存
在
決
定
（
処
分
）

平
成
20
年
12
月
25
日
付
情
報
公
開
請
求

「
町
道
86
号
線
拡
幅
に
つ
い
て

北
側
拡
幅
か
ら
一
部
分
変
更
の
協

議
書
・
理
由
書，
南
側
側
溝
を
整
備
し
た
際
の
協
議
書
及
び
契
約

書
」
に
係
る
平
成
21
年
１
月
６
日
付
不
存
在
決
定
（
処
分
）

内
　
　
　
容

棄
　
却

却
　
下

公
開
の
可
否

３
／
13

３
／
31

決
定
日

１
／
22

３
／
５

受
付
日

１２ < ■
平
成
20
年
度
情
報
公
開
不
服
申
し
立
て
状
況

■
平
成
20
年
度
自
己
情
報
開
示
等
請
求
状
況

「
高
根
沢
町
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例

（
案
）」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

意
見

生
活
安
全
を
明
確
に
表
明
し
て

い
る
町
村
が
あ
る
。
東
京
都
清
瀬
市

（
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
協
力
機
関
と
し
て
警
察
を
明
示
し
て

い
る
）
な
ど
は
明
記
し
て
お
り
、
あ
る

程
度
明
確
に
し
て
は
ど
う
か
。

回
答

本
町
で
定
め
よ
う
と
す
る
条
例

は
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
そ
の
本
質
は
町
や
町
民
お
よ
び
事

業
者
、
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
、
連
携

の
も
と
に
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、ご
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

条
例
案
策
定
作
業
の
中
で
、
警
察
は
当

然
に
関
係
機
関
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の

と
の
認
識
の
も
と
に
、
意
識
的
に
「
警

察
」
と
の
表
示
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
貴
重
な
ご
意
見
を

受
け
て
改
め
て
検
討
し
た
結
果
、
従
来

よ
り
駐
在
所
な
ど
の
存
在
に
よ
り
警
察

は
地
域
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
警
察
と
い
う
表
示
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
町
民
の
方
々
に
安
心
感
を
提
供

で
き
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
３

条
２
項
中
の
「
関
係
機
関
」
の
文
言
を

「
警
察
そ
の
他
の
関
係
す
る
機
関
」
に

修
正
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
地
域
安
全
課
　
1
６
７
５
―
８
１
１
０

町
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
回
答

町
で
は
、
事
故
防
止
の
た
め
、
定
額
給
付

金
の
給
付
は
口
座
振
込
に
よ
る
給
付
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
金
融
機
関
に
口
座
を
お
持
ち

で
な
い
方
の
た
め
、
現
金
に
よ
る
給
付
を
６

月
１
日
（
月
）
か
ら
行
い
ま
す
。
申
請
お
よ

び
支
払
い
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
６
月
１
日
に
受
け
取
り
を
希
望
す

る
方
は
、
５
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
方
法

窓
口
で
の
申
請
を
原
則
と
し
ま
す
。
申
請

当
日
の
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
受
理

時
に
支
払
予
定
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
支
払
い
方
法

申
請
後
、
町
か
ら
送
付
さ
れ
る
交
付
決
定

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
日
に
受
け
取
り
窓
口

へ
交
付
決
定
通
知
書
、
印
鑑
（
外
国
人
の
方

は
サ
イ
ン
可
）
と
本
人
を
特
定
で
き
る
公
の

証
明
証
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
保

険
証
な
ど
。
外
国
人
の
方
は
、
外
国
人
登
録

証
明
証
）
を
必
ず
持
参
し
、
本
人
確
認
後
、

支
払
い
と
な
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
も
の

交
付
決
定
通
知
書
・
印
鑑
・
公
の
証
明
証

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証
な

ど
。
外
国
人
の
方
は
、
外
国
人
登
録
証
明
証
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
総
務
課
　
行
政
経
営
担
当

1
６
７
５
―
９
１
２
０

1
６
７
５
―
８
１
３
５

定
額
給
付
金
の

現
金
給
付
に
つ
い
て



Eメールアドレス　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 10

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
つ
い
て

◆
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
？

工
場
や
自
動
車
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
揮

栃木県シルバー大学校　入学者募集
栃木県では、栃木県シルバー大学校の本年度入学者（第31期生）を募集します。
募集にあたりまして、学校説明会を開催しますので、入学を希望する方は必ずご

参加ください。

１．学校説明会
入学を希望する学校の説明会に直接お越しください。

◆会場・日時
〔第１回〕中央校　5月25日（月）10時から

北　校　5月15日（金）10時から
〔第２回〕中央校　6月15日（月）10時から

北　校　6月18日（木）10時から

◆会場・問合せ先
①中央校　宇都宮市駒生町3337－1 †643ー3390
②北　校　矢板市矢板54 †0287ー43ー9010

２．入学について
◆応 募 資 格 県内在住の60歳以上で、健康で地域活動に意欲がある方
※50歳から59歳の方でも地域活動に意欲があり、町の推薦があれば応募できます。
◆授 業 時 間 週１回、１日４時間（２年間で320時間）
◆学 習 年 限 ２年間（平成21年10月入学・平成23年９月卒業）
◆授業料など 授業料年額18,000円、資料代年額2,000円
※自治会活動・クラブ活動・実習教材・通学などの経費は自己負担です。
◆募 集 期 間 ６月１日（月）～30日（火）

郵送の場合は、６月30日（火）の消印有効
※入学案内（願書など）は、５月中旬より町健康福祉課の窓口で配布します。
◆問 合 せ 先　町健康福祉課　†675ー8105

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

社
会
保
険
庁
で
は
、
よ
り
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
年
金
を

目
指
し
て
、
年
金
加
入
記
録
や
年
金
見
込
額
な
ど
の
情
報
を

皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付
を
開

始
し
ま
し
た
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
人
に
送

ら
れ
ま
す
か
？

国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
方
に
、

毎
年
誕
生
月
に
お
送
り
し
ま
す
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
誕

生
日
の
前
月
で
す
）。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
は
何
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
？

通
知
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、
納
付
済
月
数
な
ど
）。

②
50
歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
。

50
歳
以
上
の
方
に
は
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
作
成
時
点

の
加
入
制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た
場
合
の
将
来
の
年
金

見
込
額
。
な
お
、
既
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停
止
中
も
含

む
）
の
方
に
は
年
金
見
込
額
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

③
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者
負
担
分
累
計
）。

④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、
事
業
所
名
、
被
保
険
者
資

格
取
得
・
喪
失
年
月
日
な
ど
）。

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎
の
標
準
報
酬
月
額
・

賞
与
額
、
保
険
料
納
付
額
。

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎
の
保
険
料
納
付
状
況
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発
性
有
機
化
合
物
な
ど
が
太
陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
光
化
学

反
応
に
よ
り
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
に
変
化
し
、
空
気

中
に
停
留
し
ス
モ
ッ
グ
状
に
な
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
風
が
弱
く
、
気
温
が
高
く
晴
れ
た

日
に
発
生
し
や
す
く
、
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
頭
痛
が
す
る
、

息
苦
し
い
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は

避
け
、
不
要
不
急
の
車
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◆
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
情
報

「
と
ち
ぎ
の
青
空
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〇
パ
ソ
コ
ン
用

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp/eco/kankyou/hozen/

aozora.htm
l

〇
携
帯
用
　http://w

w
w
.pref.tochigi.lg.jp/m

/aozora/

〇
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
†
６
７
３
ー
９
１
８
０

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
を
促
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象

町
内
に
在
住
の
方
で
機
械
式
生
ご
み
処
理

機
、
ま
た
は
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
を
購
入
し
た
方
。

◆
助
成
金
額

１
台
あ
た
り
の
購
入
費
（
税
別
金
額
）
の
２

分
の
１
以
内
。
上
限
は
１
万
円
で
す
。

◆
申
請
期
間

購
入
日
か
ら
６
カ
月
以
内

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

○
領
収
書
（
生
ご
み
処
理
機
器
の
領
収
書
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

○
生
ご
み
処
理
機
の
場
合
は
、
保
証
書
の
写
し

○
印
鑑

○
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
助
成
金
は
口
座
振
込
み
に
な

り
ま
す
）

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

４
月
中
旬
に
春
季
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
お
近
く
の
動
物
病
院
な

ど
で
予
防
注
射
を
受
け
る
か
、
秋
季
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

の
時
に
、
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先
　
町
環
境
課
　
†
６
７
５
―
８
１
０
９

あなたのお家は大丈夫！？あなたのお家は大丈夫！？

町では、住宅の耐震性に不安をおもちの町民の皆さんへ、震災に強い安

全で安心なまちづくりのため、次のような補助事業を行っています。

対象となる住宅は、町内にある昭和56年５月31日以前の旧耐震基準で建

築された一戸建ての木造住宅（併用住宅の場合は、２分の１以上が住宅の

用途のもの）で、在来軸組工法により建築された賃貸を目的としない住宅

です。

◆耐震アドバイザイザー派遣事業（無料）

耐震アドバイザーを無料で派遣し、耐震診断および耐震改修に関する技

術的助言を行います。

◆耐震診断補助事業

建築士を派遣し、耐震診断を行います。

補助額：耐震診断費用の３分の２以内（上限10万円）

◆耐震改修補助事業

耐震改修に関する費用を補助します。

補助額：耐震改修費用の２分の１以内（上限60万円）

◆申込み・問合せ先

町都市整備課　施設管理担当　†675ー8107

（
納
付
、
未
納
、
免
除
な
ど
の
別
）。

※
平
成
22
年
度
以
降
は
、
前
記
①
〜
③
に
つ
い
て
更
新
し
通

知
し
ま
す
。
ま
た
、
前
記
⑤
お
よ
び
⑥
に
つ
い
て
直
近
１

年
分
を
通
知
し
ま
す
。

※
節
目
年
齢
時
（
35
歳
、
45
歳
、
58
歳
）
の
方
に
は
、
前
記

①
〜
⑥
を
更
新
し
て
通
知
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　

宇
都
宮
東
社
会
保
険
事
務
所

†
６
８
３
ー
３
２
１
７
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「
ガ
リ
レ
オ
」
や
「
イ
ノ
セ
ン

ト
・
ラ
ヴ
」
な
ど
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

や
映
画
音
楽
を
手
が
け
る
本
町
出

身
の
作
曲
家
、
菅
野
祐
悟
さ
ん
に

よ
る
「
菅
野
祐
悟
ス
プ
リ
ン
グ
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
３
月
22
日
、
町
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
自
ら
も
ピ

ア
ノ
を
演
奏
す
る
な
ど
、
約
２
時

間
に
わ
た
り
会
場
を
う
め
た
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
菅
野

さ
ん
は
、「
故
郷
高
根
沢
で
、
た
く

さ
ん
の
方
の
前
で
演
奏
で
き
て
光

栄
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

紹
介
し
た
り
、
高
校
時
代
の
懐
か

し
い
思
い
出
話
を
織
り
交
ぜ
た
り

し
な
が
ら
、
全
10
曲
を
披
露
し
ま

し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
最
後
の
曲
を
前
に

菅
野
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の
仲
間

に
恵
ま
れ
て
、
や
っ
と
こ
の
場
に

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
地
元
の
方

た
ち
に
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
」。
ま
た
、

「
１
曲
目
か
ら
泣
き
そ
う
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
助
け
ら
れ
て
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
地
元
で
皆
さ
ん
に
お

会
い
で
き
て
感
動
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

た
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
で
コ
ン
サ
ー
ト
の

幕
は
下
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
・
運
営
し

た
町
民
ホ
ー
ル
自
主
事
業
運
営
委

員
会
の
尾
田
忠
則

お
だ
た
だ
の
り

委
員
長
は
、「
少

な
い
予
算
で
菅
野
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
良
い

音
楽
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
わ

れ
わ
れ
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
町
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

３
月
26
日
、
花
岡
出
身
の
作
家

鈴
木
正
雲

す
ず
き
せ
い
う
ん

さ
ん
が
町
教
育
委
員
会

を
訪
れ
、
鈴
木
さ
ん
の
著
書
『
ア

ク
マ
と
い
う
名
前
の
少
年
』
を
町

内
小
学
校
６
校
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
こ
の
本
を
読
む

こ
と
で
、
１
人
で
も
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
、
野
山
で
元
気
に
遊
び
、

自
然
や
そ
こ
に
す
む
昆
虫
や
動
物

の
命
を
大
切
に
す
る
や
さ
し
い
人

に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
に
よ
り
、
各
小
学
校
へ
の
寄
贈

と
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、「
蝶
に
な
っ
た
少

年
と
い
っ
し
ょ
に
、
地
球
の
こ
と
、

自
然
の
こ
と
、
そ
し
て
す
べ
て
の

生
き
物
の
命
の
こ
と
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

本
町
出
身
の
作
曲
家
　
菅
野
祐
悟

か
ん
の
ゆ
う
ご

さ
ん
　
凱
旋
コ
ン
サ
ー
ト

小
学
校
６
校
へ

本
を
寄
贈



３
月
29
日
、
桑
窪
公
民
館
に
お

い
て
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
な

ど
を
目
的
に
「
高
根
沢
も
の
づ
く

り
会
」（
伴ば

ん

喜
代
美

き

よ

み

会
長
）
の
開
発

し
た
剪
定
枝
の
破
砕
機
と
炭
化
装

置
の
実
験
運
行
が
、
子
ど
も
た
ち

の
環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
会
で
は
、
伴
会
長

を
は
じ
め
、
会
員
の
荒
井
晴
美

あ
ら
い
は
る
み

さ

ん
、
木
村
守
夫

き
む
ら
も
り
お

さ
ん
、
下
田
好
春

し
も
だ
よ
し
は
る

さ
ん
の
４
人
が
見
学
者
を
前
に
装

置
を
解
説
。

剪
定
枝
の
破
砕
機
は
、
コ
ン
バ

イ
ン
の
エ
ン
ジ
ン
と
走
行
部
を
再

利
用
し
、
移
動
す
る
こ
と
を
容
易

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
破
砕
機
で
チ
ッ
プ
状
に

し
た
枝
を
炭
化
す
る
装
置
は
、
４

０
０
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
に
、

炭
化
さ
れ
た
こ
と
を
感
知
し
た
ら

自
動
で
空
気
を
遮
断
す
る
機
能
を

付
け
ま
し
た
。
炭
化
し
た
チ
ッ
プ

は
、
土
壌
改
良
剤
と
し
て
利
用
可

能
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
験
運
行
を
無
事
に
終
え
た
会

員
た
ち
は
、「
完
成
に
は
か
な
り
の

時
間
を
費
や
し
た
。
炭
化
装
置
の

ス
ト
ッ
パ
ー
が
作
動
す
る
か
心
配

だ
っ
た
が
、
見
事
に
止
ま
っ
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
、
町
役
場
に
お
い
て
、

町
消
防
団
執
行
部
・
分
団
長
へ
の

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
執
行
部
と
各
分
団
長
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

①
団
　
長

石
塚
清
己
（
大
　
谷
）

②
副
団
長

橋
本
順
市
（
上
高
根
沢
）

③
副
団
長

野
中
公
博
（
宝
積
寺
）

④
本
部
長

森
山
和
広
（
宝
積
寺
）

⑤
副
本
部
長

小
林
宏
志
（
寺
渡
戸
）

⑥
副
本
部
長

土
田
敬
実
（
上
高
根
沢
）

⑦
本
部
次
長

菅
又
一
則
（
西
高
谷
）

⑧
本
部
次
長

鈴
木
　
充
（
下
柏
崎
）

⑨
本
部
次
長
兼
本
部
分
団
長

小
林
　
修（
文

挾
）

⑩
第
１
分
団
長

土
屋
修
一
（
上
高
根
沢
）

⑪
第
２
分
団
長
　
高
野
健
一
（
花

岡
）

⑫
第
３
分
団
長
　
古
郡
隆
行
（
桑

窪
）

⑬
第
４
分
団
長
　
篠
崎
浩
久
（
伏

久
）

⑭
第
５
分
団
長
　
磯
　
和
広
（
宝
積
寺
）

⑮
第
６
分
団
長
　
野
中
　
満
（
宝
積
寺
）

⑯
第
７
分
団
長
　
上
野
　
浩
（
大

谷
）

⑰
第
８
分
団
長
　
渡
邊
俊
典
（
石

末
）
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も
の
づ
く
り
会
が
発
明
品
を
実
演

平
成
21
年
度
消
防
団
人
事

町
内
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
（
中
学
校
４
月
９
日
、

小
学
校
４
月
10
日
）。

東
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
17

人
の
新
入
生
が
上
級
生
と
手
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ

っ
て
笑
顔
で
入
場
。
新
入
生
呼
名

で
は
、
大
き
く
元
気
な
返
事
が
会

場
内
に
響
き
ま
し
た
。

奥
畑
和
子

お
く
は
た
か
ず
こ

校
長
は
式
辞
の
中
で
、

「
新
入
生
が
入
学
し
て
く
る
の
を
み

ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

元
気
で
か
わ
い
い
皆
さ
ん
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

児
童
を
代
表
し
て
、
６
年
生
の

山
本

や
ま
も
と

真
里

ま

り

さ
ん
は
、「
今
日
か
ら
皆

さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
た
り
活
動

し
た
り
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
聞
い
て
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
仲
良
く
過
ご
し

て
、
東
小
学
校
で
楽
し
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

と
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。

な
お
、
各
小
中
学
校
の
新
１
年

生
は
次
の
と
お
り
で
す
。

阿
久
津
小
　
　
　
95
人

中
央
小
　
　
　
　
40
人

東
小
　
　
　
　
　
17
人

上
高
根
沢
小
　
　
　
５
人

北
小
　
　
　
　
　
　
41
人

西
小
　
　
　
　
　
　
80
人

阿
久
津
中
　
　
　
　
202
人

北
高
根
沢
中
　
　
　
100
人

小
中
学
校
で
入
学
式
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４
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

西
高
谷
の
小
堀
正
二

こ
ぼ
り
し
ょ
う
じ

さ
ん
（
85
歳
）

宅
北
側
の
杉
林
に
群
生
す
る
シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
（
猩
々
袴
）
が

見
ご
ろ
に
な
り
ま
し
た
。

「
い
つ
ご
ろ
か
ら
自
生
し
て
い

た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
20

年
以
降
だ
と
思
う
。
杉
林
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
、
下
草
刈
り
や
杉

葉
拾
い
を
す
る
こ
と
が
、
結
果
的

に
花
が
繁
殖
す
る
要
因
に
な
っ
て

い
る
の
か
な
」
と
話
す
小
堀
さ
ん
。

群
生
は
年
々
広
が
り
を
見
せ
、
今

で
は
隣
の
家
の
杉
林
ま
で
広
が
り
、

花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

近
所
の
人
が
見
に
来
て
「
き
れ

い
だ
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
、
通
り
か
か
っ
た
人
が
「
植
え

て
い
る
の
か
い
」
と
聞
き
に
き
た

り
す
る
と
い
い
ま
す
。

小
堀
さ
ん
に
会
い
に
来
た
友
人

の
鈴
木
竹
雄

す
ず
き
た
け
お

さ
ん
（
86
歳
）
は
、

「
し
み
じ
み
見
る
の
は
初
め
て
。
こ

れ
だ
け
群
生
し
て
い
る
の
は
大
し

た
も
ん
だ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
大
事

に
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
の
群
生
見
ご
ろ

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10

日
間
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
、
町
内
全
域
で
交
通
安
全

啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

６
日
に
は
、
仁
井
田
の
リ
オ
ン

ド
ー
ル
高
根
沢
東
店
駐
車
場
に
お

い
て
、
関
係
者
約
２
０
０
人
が
参

加
し
て
交
通
安
全
出
発
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
克
法

た
か
は
し
か
つ
の
り

町
長
は
、「
高
齢
者
と

子
ど
も
の
事
故
を
防
ぎ
た
い
と
い

う
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
て
交
通

安
全
運
動
を
開
催
し
て
い
る
。
本

町
で
は
事
故
件
数
は
減
少
し
て
い

る
が
、
県
北
地
区
で
は
死
亡
事
故

が
す
で
に
４
件
。
死
亡
事
故
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
の
で
、
気
を

引
き
締
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

仁
井
田
地
区
の
子
ど
も
の
安

全
・
安
心
を
守
る
「
北
パ
ト
隊
」

や
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
が
紹
介

さ
れ
た
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
宝
光
会

の
手
芸
部
が
作
成
し
た
交
通
事
故

防
止
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
１
１
０
個
が
、
長
岡

な
が
お
か

ヒ
ロ

エ
会
長
か
ら
高
橋
町
長
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、

西
小
学
校
の
１
年
生
へ
贈
ら
れ
ま

し
た
。

式
終
了
後
、
参
加
者
た
ち
は
、

さ
く
ら
警
察
署
員
と
街
頭
指
導
を

行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
願
い
出
発
式

〔
敬
称
略
〕

町スポーツ少年団親善ソフトボール大会の結果

４月11日（土）、石末運動場においてスポーツ少年
団親善ソフトボール大会が開催され、阿久津エンジェ
ルススポーツ少年団が優勝しました。

《優　勝》阿久津エンジェルス
《準優勝》HOKUTO   S・B・C



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/15

腰
痛
を
起
こ
す
病
気
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
代
表
的
な

も
の
が
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
で

す
。
年
を
と
る
に
つ
れ
、
腰
椎

が
変
形
し
て
神
経
の
通
り
道
で

あ
る
脊
柱
管
が
狭
く
な
り
馬
尾

ば

び

神
経
や
神
経
根
が
圧
迫
さ
れ
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
腰
痛
の
他

に
、
下
肢
の
痛
み
（
坐
骨

ざ
こ
つ

神
経

痛
）、
間
欠
性

か
ん
け
つ
せ
い

跛
行

は
こ
う

な
ど
の
症
状

が
あ
り
ま
す
。
間
欠
性
跛
行
と

は
歩
行
中
に
下
肢
や
会え

陰
部

い
ん
ぶ（
ま

た
の
所
）
に
異
常
感
覚
や
痛
み
、

緊
張
感
を
覚
え
、
歩
行
が
困
難

に
な
り
ま
す
が
、
少
し
休
息
す

れ
ば
症
状
が
和
ら
い
で
ま
た
歩

け
る
よ
う
に
な
る
症
状
で
す
。

こ
の
症
状
は
閉
塞

へ
い
そ
く

性
動
脈
硬
化

症
や
閉
塞
性
血
栓
血
管
炎
な
ど

の
血
管
の
病
気
で
も
出
現
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
は
以
上

の
臨
床
的
症
状
に
加
え
、
腰
椎

の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
な
う
こ
と

で
ほ
ぼ
確
実
に
診
断
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
加
齢
に
伴
う
病
気

な
の
で
、
自
然
治
癒
は
期
待
で

き
ず
、
症
状
は
徐
々
に
進
行
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

治
療
は
保
存
治
療
と
手
術
療

法
が
あ
り
ま
す
。
保
存
療
法
に

は
血
行
改
善
薬
や
消
炎
鎮
痛
剤

な
ど
の
薬
で
症
状
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
方
法
と
理
学
療
法
、

前
屈
位
の
コ
ル
セ
ッ
ト
、
神
経

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
治
療
で
効
果
が

な
い
場
合
、
特
に
20
ｍ
以
下
の

短
い
距
離
の
歩
行
で
間
欠
性
跛

行
が
出
現
す
る
場
合
や
下
肢

麻
痺

ま

ひ

が
出
現
し
た
場
合
、
会
陰

部
の
高
度
な
灼
熱

し
ゃ
く
ね
つ

感
、
排
尿
・

排
便
障
が
い
を
呈
す
る
場
合
は

早
期
の
手
術
療
法
が
望
ま
れ
ま

す
。

手
術
は
狭
く
な
っ
て
い
る
脊

柱
管
を
拡
大
す
る
後
方
除
圧
術

が
主
体
と
な
り
ま
す
が
、
昔
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
椎
弓

つ
い
き
ゅ
う

切
除
術

以
外
に
、
最
近
で
は
骨
を
移
植

す
る
固
定
術
や
金
属
の
プ
レ
ー

ト
、
ス
ク
リ
ュ
ー
を
併
用
す
る

方
法
、
あ
る
い
は
手
術
用
顕
微

鏡
を
用
い
て
手
術
侵
襲

し
ん
し
ゅ
う

を
最
小

に
抑
え
た
除
圧
術
な
ど
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

脊
椎
・
脊
髄
専
門
医
の
行
う
手

術
は
安
全
性
が
高
い
の
で
、
症

状
が
重
い
場
合
は
脊
髄
機
能
の

温
存
、
早
期
の
回
復
を
考
慮
し
、

手
術
に
踏
み
切
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
腰
痛
の
原
因

を
明
ら
か
に
し
て
治
療
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
か
か
り
つ

け
医
の
先
生
に
相
談
す
る
か
、

整
形
外
科
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
、
ご
質
問
、
取
り
上

げ
て
欲
し
い
病
気
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
〒
３
２
９
―
１
３
１
２

さ
く
ら
市
桜
野
１
３
１
９
―
３

さ
く
ら
市
氏
家
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
塩
谷
郡
市
医
師
会
「
養
生

の
ス
ス
メ
」
係
り
ま
で
お
便
り

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

塩
谷
郡
市
医
師
会
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

養
生
の
ス
ス
メ

第
24
回

「
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

よ
う
ぶ
せ
き
ち
ゅ
う
か
ん
き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

」

本
間
整
形
外
科
院
長

本
間
　
玄
規
（
高
根
沢
町
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
に
は
、
添
削
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
末
で
す
。
町
秘
書
広
報
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

短
　
歌

贈
り
名
は
「
早
梅
余
香
」
の
愛
し
娘
よ

十
八
年
忌
の
庭
に
梅
薫
る

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

雪
の
日
に
先
生
に
届
け
し
和
水
仙

喜
寿
の
祝
ひ
の
晴
れ
や
か
な
時

水
谷
　
兄
子
（
宝
積
寺
）

「
自
動
車
で
ネ
会
い
に
来
た
の
」
と
ラ
イ
オ
ン
に

語
り
か
け
て
る
二
歳
の
曾
孫

村
上
　
ツ
ヤ
（
伏
　
　
久
）

本
物
の
味
知
ら
ぬ
人
の
増
え
続
け

偽
装
食
品
の
成
金
に
怯
ゆ

真
求
　
義
行
（
宝
積
寺
）

麗
ら
か
な
陽
炎
踏
み
て
老
い
我
は

励
み
つ
つ
ゆ
く
春
の
散
歩
路

齋
藤
　
秀
山
（
宝
積
寺
）

俳
　
句

『
お
一
人
さ
ま
』
や
が
て
ゆ
く
道
鳥
雲
に
　
　
　
相
田
　
せ
き
（
宝
積
寺
）

先
駆
け
の
朱
鷺
草

と

き

そ

う

一
輪
鳥
雲
に

山
h
美
祢
子
（
宝
積
寺
）

小
さ
き
手
の
小
さ
き
さ
よ
な
ら
桃
の
花

伏
木
　
友
子
（
上
阿
久
津
）

石
蕗

つ
わ
ぶ
き

の
丸
葉
光
り
て
弥
生
雨

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

雨
の
中
水
仙
の
芽
の
天
を
突
く

横
田
　
啓
子
（
宝
積
寺
）

川
　
柳

背
か
れ
る
こ
と
を
承
知
の
仲
直
り

武
井
　
　
暉
（
宝
積
寺
）

疑
い
を
残
し
て
ゆ
る
い
握
手
す
る

小
林
　
八
起
（
上
高
根
沢
）

流
行
を
少
し
外
れ
た
特
価
品

桧
山
　
圭
介
（
桑
　
　
窪
）

賞
味
期
限
過
ぎ
た
土
産
を
一
人
食
う

後
藤
ま
も
る
（
太
　
　
田
）

ご
め
ん
ね
が
言
え
て
溶
け
出
す
わ
だ
か
ま
り

生
田
目
昭
夫
（
宝
積
寺
）



教室・講座名 内　容 回数 主な開催日時 場所 定員 費　用 申込期限

版画教室
まずは、ハガキサイズで製作します。
下絵の描き方、彫刻刀の使い方など先
生のアドバイスを受けながら製作して
いく初歩の木版画教室です。

７
６月～９月
第２，４火曜日
10 時～ 11 時 30 分

改 善センター 20 人 教材費
500 円程度

5月 29 日
（金）

英会話教室
入門編

やさしいテキストを使用し、挨拶や自
己紹介、簡単なコミュニケーションな
どの日常英会話をゆっくりペースで学
びます。

14
５月～９月
毎週火曜日
10 時～ 11 時 30 分

タウンセンター 30 人 テキスト代
2,000 円程度

5月 8日
（金）

大人の外遊び
プロジェクト

バーべキューや木工など自分たちで遊
びを企画し、楽しいアウトドアライフ
を体験します。

11
通年
第１土曜日
９時～ 12 時

歴史民俗資料館 20 人 材料費は
実費負担 随時

古代歴史学講座 縄文～平安時代の栃木・高根沢の歴史
について、遺跡などを中心に考えます。 ６

６月～ 11 月
主に第４日曜日
10 時～ 11 時 30 分

改 善センター 無 無料 6月 19 日
（金）

ペン字教室 ボールペンを使って日常使う名前や宛
名など文字の上達を目指します。 10

通年
第４木曜日
10 時 30 分～ 11 時 30 分

改 善センター 20 人 用紙代
400 円程度

5月 21 日
（木）

ビーズアクセサ
リー教室

世界で一つだけのアクセサリー作り。
ビーズを使って簡単な作品を作ります。
（初心者限定）

５
５月～９月
第３金曜日
10 時～ 12 時

改 善センター 10 人 材料費は
実費負担

5月 12 日
（火）

事前研修①
事前研修②

海外研修

事後研修

11月14日（土）
２月６日（土）
２月24日（水）
～３月５日（金）
３月20日（土）

県国際交流センター

ブラジル・サンパウロ

県国際交流センター

　　 実施日
６月13日（土）
７月５日（日）
８月29日（土）
９月27日（日）
10月４日（日）

　　   場　所

五行川（大谷地区）

中禅寺湖
五行川（大谷地区）

カヌーアタック隊　隊員募集カヌーアタック隊　隊員募集カヌーアタック隊　隊員募集カヌーアタック隊　隊員募集カヌーアタック隊　隊員募集

公民館教室・講座　受講生募集公民館教室・講座　受講生募集公民館教室・講座　受講生募集公民館教室・講座　受講生募集公民館教室・講座　受講生募集

南米等県人会青年派遣事業　参加者募集南米等県人会青年派遣事業　参加者募集南米等県人会青年派遣事業　参加者募集南米等県人会青年派遣事業　参加者募集南米等県人会青年派遣事業　参加者募集

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 16

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

なまずになれ！　かっぱになれ！
カヌーにのって　感じる心を川で学べ

◆対象 町内の小学３年生～中学生
（保護者の方も参加できます）

◆定員 20人（先着順）
◆日にち・場所

◆申込み・問合せ先　町生涯学習課　
1675－3175

前年度：中禅寺湖ツーリング

受講希望者が多数の場合、初めて受講される方を優先しますので、あらかじめご了承ください。
◆申込み・問合せ先　町生涯学習課　1675－3175

～ブラジル・サンパウロに行こう～
ブラジル・サンパウロにある栃木県から移住した人々によ

る県人会「在伯栃木県人会」との交流、ホームステイ、企業
視察などを通して、国際的な視野を有し、将来、地域で活躍
する青年リーダーの育成を図るとともに、県人会との交流も
促進するものです。
サンバ、サッカー、ボサノバ、様々な顔を持つ南米の国で、
新たな自分を見つけてみませんか？
◆研修日程

※県人会との調整により、上記日程が変更になることもあり
ます。
◆募集人数 県内合計５人
◆応募資格 次の条件を満たすこと
①平成21年４月１日現在、満20歳以上36歳未満の方
②県内在住、または、その子弟で通学のため県外に住所を
定める方
③心身ともに健康で、研修の全日程が出席でき、規律ある
団体行動がとれる方
④研修終了後、研修の成果をいかし、将来にわたって地域活
動を積極的に行い、指導的役割を果たすことができる方

◆参加負担金 200,000円
◆募集期限 ６月１日（月）
◆申込み・問合せ先　町生涯学習課　1675－3175



親学習プログラム指導者研修　受講者募集親学習プログラム指導者研修　受講者募集親学習プログラム指導者研修　受講者募集親学習プログラム指導者研修　受講者募集親学習プログラム指導者研修　受講者募集 あなたも親業にふれてみませんか？あなたも親業にふれてみませんか？あなたも親業にふれてみませんか？あなたも親業にふれてみませんか？あなたも親業にふれてみませんか？

広報たかねざわ 子どもは大人社会を写し出す鏡です。高根沢の子どもをみんなで育てましょう17

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

親同士が話し合ったり交流したりしながら、子育
てに必要な知識やスキルなどを学ぶ「親学習プログ
ラム」を効果的に進める指導者を養成します。
◆日にち・内容（全４回）
①６月24日（水）親学習プログラム体験ほか
②７月21日（火）ファシリテーターの役割、心得、

体験
③８月11日（火）親学習プログラム展開の実際
④９月７日（月）成果発表会ほか
◆場　　所 栃木県総合教育センター
◆申込期限 ５月26日（火）
◆申込み・問合せ先

町生涯学習課　生涯学習グループ
1675－3175

町青少年健全育成大会実行委員募集町青少年健全育成大会実行委員募集町青少年健全育成大会実行委員募集町青少年健全育成大会実行委員募集町青少年健全育成大会実行委員募集

学校体育館利用者の皆さまへ学校体育館利用者の皆さまへ学校体育館利用者の皆さまへ学校体育館利用者の皆さまへ学校体育館利用者の皆さまへ

心豊かな子どもたちを育成するため、
青少年健全育成大会の企画・運営をする
実行委員を募集します。
次のとおり第１回実行委員会を開催し

ますので、希望する方はご連絡ください。
◆日　　時 ５月27日（水）19時から　
◆場　　所 改善センター　会議室
◆問合せ先　町生涯学習課

生涯学習グループ
1675－3175

7月～10月は、中央小・上高小・東小・阿中（旧）の体育館は使用できません
7月・8月の学校体育館使用（夜間）は改善センターで抽選会を行います
町では、７月～10月にかけて、学校体育館の耐震補強工事を行います。
工事期間中は、中央小・上高小・東小・阿中（旧）体育館の使用ができません。使用できるのは５校になります。
なお、７月と８月は「町民体育祭女性ワンタッチバレーボール大会」を控えて、各公民館の練習が増える

ことから、場所の確保が難しくなることが予測されます。なるべく多くのチームが使用できるようにするた
め、７月と８月の学校体育館使用分については、改善センターで「抽選会」を開催します。抽選会場で練習
試合を組むなど調整をして、ご使用くださるようご協力をお願いします。
施設予約システムでは、抽選申込みができませんので、抽選会への参加をお願いします。
◆使用可能な学校体育館 阿小・西小・北小・阿中（新）・北中体育館
◆抽選会の日時・場所
○７月使用分・・・６月19日（金）19時から　　改善センター　研修室
○８月使用分・・・７月17日（金）19時から　　改善センター　会議室
※当日は、使用料を徴収しますのでご用意ください。
※学校体育館以外の施設は「施設予約システム」による自動抽選を行います。
◆問合せ先　町生涯学習課　施設管理担当　1675－3199

あなたのまわりの大切な人と、もっとわかりあえ
る具体的なコミュニケーションの方法を、一緒に学
んでいきませんか？　子ども連れの方もお気軽にど
うぞ。
今回は、日曜日開催ですので、ぜひご参加くださ

い。

◆日　　時 ６月７日（日） 10時30分～12時
◆場　　所 図書館中央館　和室【出入自由】
◆講　　師 親業インストラクター 大屋 弘子　氏
◆主　　催 親業サークルはあとの会
◆問合せ先　代表　小堀　1675－7805

昨年度の企画、小・中・高校生によるステージパフォーマンス
「きらきらフェスタ2008」

抽選会の対象は
夜間使用のみです



地
元
協
力
で
維
持

地
元
協
力
で
維
持

高根沢高根沢
の

文化遺産文化遺産

高根沢
の

文化遺産

平
成
20
年
度

入
館
８
６
８
１
人

平
成
20
年
度
の
入
館
者
は
８
６

８
１
人
で
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
ご
活
用
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

「
ふ
る
さ
と
高
根
沢
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

竹
細
工
の
玩
具
寄
贈

ギ
ジ
ギ
ジ
ま
わ
し
、
バ
ラ
ン
ス

と
ん
ぼ
な
ど
手
作
り
の
竹
細
工
お

も
ち
ゃ
七
点
を
、
宝
積
寺
・
篠
h

俊
夫
と
し
お

さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｇ
Ｗ
に
満
開

初
夏
の
日
差
し

が
降
り
注
ぐ
校
庭

の
一
角
で
上
高
根

沢
小
学
校
の
名

物
・
大
藤
は
、
Ｇ

Ｗ
の
今
ご
ろ
が
満

開
だ
。
樹
齢
約
110

年
、
根
本
の
幹
廻

り
２
ｍ
余
、
６
本

の
分
岐
枝
が
16.5

ｍ
×
7.4
ｍ
の
藤
棚

い
っ
ぱ
い
に
蔓つ
る

を

広
げ
る
。
垂
れ
下

が
っ
た
無
数
の
紫

の
花
房
に
集
っ
た

蜂
た
ち
の
羽
音
が

午
後
の
静
寂
を
破

る
。
学
校
の
周
辺

は
水
田
地
帯
。
田
植
え
時
の
５
月

は
野
元
川
に
こ
ん
こ
ん
と
水
が
流

れ
、
月
末
に
恒
例
の
運
動
会
が
あ

る
の
で
児
童
た
ち
は
練
習
に
熱
が

入
る
。

野
元
沿
い
陽
春
の
園
児
等
溌
剌
と晴

基

卒
業
生
の
高
瀬
た
か
せ

晴
基
は
る
も
と

さ
ん
（
71
）

に
よ
る
と
、
藤
の
植
樹
は
大
正
12

年
の
卒
業
記
念
と
し
て
父
君
の
晃
あ
き
ら

さ
ん
ら
が
行
っ
た
。
地
元
の
料

亭
・
中
井
屋
に
あ
っ
た
も
の
を
譲

り
受
け
た
が
、
す
で
に
年
数
を
経

た
成
木
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

上
高
根
沢
小
学
校
は
、
一
つ
の

大
字
に
一
つ
の
学
区
と
い
う
地
域

性
も
あ
っ
て
、
住
民
が
学
校
に
対

し
て
き
わ
め
て
協
力
的
。
定
期
的

な
奉
仕
作
業
で
維
持
し
、
こ
の
大

藤
の
剪
定
せ
ん
て
い

は
毎
年
２
月
に
行
う
。

も
う
一
つ
の
校
歌

明
治
６
年
、
塩
谷
十
三
番
学
区

上
高
根
澤
小
学
校
と
し
て
創
立
以

来
、
こ
の
学
校
は
一
切
の
統
合
分

裂
を
経
ず
現
在
に
至
る
。
し
か
し

近
年
の
少
子
化
で
、
今
年
度
の
新

入
生
は
５
人
、
全
校
71
人
と
少
数

化
が
進
ん
で
い
る
。

現
在
の
校
歌
「
暁
あ
か
つ
き

鐘か
ね

を
打
ち

鳴
ら
す
…
…
」
は
昭
和
10
年
３
月

に
制
定
。
実
は
そ
れ
ま
で
準
校
歌

と
も
い
う
べ
き
「
郷
土
八
景
の
唱

歌
」（
昭
和
６
年
作
成
）
が
歌
わ

れ
て
い
た
（
カ
コ
ミ
記
事
）。
学

区
域
の
名
勝
を
ま
と
め
た
10
番
ま

で
の
歌
詞
を
鉄
道
唱
歌
の
節
で
歌

っ
た（
阿
久
津

あ

く

つ

明あ
き
ら「
花
の
あ
る
街
」）

と
い
う
。
上
高
根
沢
ら
し
い
郷
土

意
識
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

（
文
化
財
嘱
託
員
　
海
老
原
郁
雄
）

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 18

歴史民俗資料館

物語する古代遺物’09春の
企 画 展

古代人の精神生活にかか
わる深い優品、珍品がいろ
いろ。ふしぎの実物をお楽
しみください。

土
偶　

荻
ノ
平
遺
跡
出
土

◆
町
歴
史
民
俗
資
料
館

1
6
7
5
―
7
1
1
7

※
休
館
日
　
月
曜
・
第
三
日
曜
・
祝
日

上高小の大藤樹齢約110年
根元廻２m余

好評です！
５.16(土)まで

企画展
第２弾 春の山野草展

５
／
19
（
火
）▼
５
／
24
日
（
日
）

「
高
嶺
た
か
ね

山
草
会
」
が
手
塩
に
か

け
て
育
て
た
約
100
点
の
作
品
を
、

本
屋
に
て
展
示
し
ま
す
。

風
薫
る
季
節
、
可
憐
な
草
花
で

心
癒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
命
の

神
秘
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

満開のフジと
運動会練習に
励む児童たち

郷
土
八
景
の
唱
歌

二
、
我
が
学
校
を
　
中
心
に

東
に
五
行
　
西
に
丘

南
は
芳
賀
の
　
里
つ
づ
き

北
は
阿
久
津
を
　
遠
く
見
て

四
、
そ
れ
よ
り
西
に
　
宇
津
の
森

こ
こ
に
薬
師
の
　
御
堂
あ
り

幾
百
年
の
　
大
銀
杏

四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
　
眺
め
あ
り

九
、
清
き
泉
の
　
池
な
れ
ば

其
の
名
に
負
い
る
　
お
滝
さ
ん

湧
き
て
流
る
る
　
泉
川

紅
葉
の
錦
　
う
る
は
し
や

提供・上高根沢小

し
の
ざ
き

こ

じ

ら
は
つ
ら
つ



県
で
は
、
県
内
に
お
住
ま
い

の
20
歳
以
上
の
方
２，
０
０
０
人

を
対
象
に
、
５
月
18
日
（
月
）

か
ら
６
月
９
日
（
火
）
ま
で
栃

木
県
政
世
論
調
査
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
暮
ら
し
や
県

政
へ
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、

県
民
の
皆
さ
ま
が
日
ご
ろ
感
じ

て
い
る
こ
と
を
伺
い
、「
活
力
と

美
し
さ
に
満
ち
た
郷
土
”と
ち

ぎ
“」
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
築
き

あ
げ
て
い
け
る
よ
う
、
県
政
施

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
方
は
、

県
内
全
域
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
う
え
で
、
調
査
票
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
回
答
い
た
だ
い
た
個

人
の
情
報
な
ど
は
、
こ
の
調
査

目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま

せ
ん
の
で
、
個
人
の
名
前
が
出

る
な
ど
し
て
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
先

栃
木
県
　
県
民
生
活
部
　
広
報
課

1
６
２
３
ー
２
１
５
８

事
件
・
事
故
の
被
害
者
や
遺

族
、
加
害
者
な
ど
の
立
場
か
ら
、

実
際
に
体
験
さ
れ
た
悲
し
み
や

苦
し
み
な
ど
を
つ
づ
っ
た
手
記

を
募
集
し
ま
す
。

誰
が
、
い
つ
、
事
件
・
事
故
の

当
事
者
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い

よ
う
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、
悲

惨
な
事
件
・
事
故
を
な
く
す
た
め

の
県
民
へ
の
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
手
記
を
も

と
に
冊
子
に
し
て
、
事
件
・
事
故

防
止
の
た
め
の
広
報
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
募
集
期
限

７
月
31
日
（
金
）

◆
募
集
対
象

a
県
内
で
発
生
し
た
事
件
・
事

故
の
被
害
者
や
遺
族
、
友
人
な

ど
。
ま
た
、
加
害
者
と
そ
の
家

族
。

s
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
方
で
、
事
件
・
事
故
の
被
害

者
や
遺
族
、
友
人
な
ど
。
ま
た
、

加
害
者
と
そ
の
家
族
。

※
事
件
・
事
故
の
発
生
時
期
や

場
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
内
容

事
件
・
事
故
で
大
切
な
人
を
失

っ
た
悲
し
み
や
、
加
害
者
や
そ
の

家
族
と
し
て
の
苦
悩
、
生
活
の
変

化
、
示
談
や
裁
判
を
め
ぐ
る
精
神

的
苦
痛
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
〜
３
枚
以

内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
方
法

封
書
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
付
記

し
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
の

場
合
は
、
そ
の
旨
も
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

応
募
さ
れ
た
原
稿
の
著
作
権

は
主
催
者
側
に
帰
属
す
る
も
の

と
し
、
添
削
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
原
稿
の
返
却
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

応
募
さ
れ
た
原
稿
の
中
か
ら

選
ん
で
、
冊
子
と
し
て
発
行
す

る
予
定
で
す
。
事
件
・
事
故
防

止
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
な
ど

の
際
に
活
用
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

宇
都
宮
市
塙
田
１
―
１
―
20

栃
木
県
警
察
本
部
　
県
民
広
報

相
談
課
　
犯
罪
被
害
者
対
策
室

1
６
２
１
―
０
１
１
０

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/19

県
政
世
論
調
査
に

ご
協
力
を

事
件
・
事
故
の
被
害
者
や
加
害
者
の

手
記
を
募
集
し
て
い
ま
す

町のうごき

平成21年4月1日現在

世帯数

人　口

（内）男

       女

世帯

人

人

人

11,170

30,729

15,907

14,822

　４

－28

－28

　０

前月比

野生の鳥などを許可なく捕獲したり
飼育したりすることはできません！

野生の動物は、自然界の生態系を構成する重要な一員であり、私たちの
生活に潤いを与えてくれる存在です。
しかし、野生とは「野に生きる」ことで、ペットではありません。かわ

いいから手元で飼いたいというのは、自由に生きる野生動物の権利を奪う
許されないことです。

許可のない捕獲・飼育は、法律で禁止されています
違法捕獲や違法飼育をなくすには、住民の皆さんからの情報提供が必要

です。情報提供にご協力ください。
暖かくなると、野生の鳥のヒナや獣のこどもを確認する機会が増えます。

持ち帰り飼うことは法律で禁止されています。絶対に止めましょう！

◆問合せ先
町産業課　　　　　　1675ー8104
矢板森林管理事務所　10287ー43ー0427
栃木県自然環境課　　1623ー3261
※農林業被害・生活被害をおよぼす鳥や獣を
罠などで捕獲する場合、狩猟免許を受けた
うえで捕獲の許可が必要です。



◆
平
成
20
年
度
利
用
状
況

平
成
20
年
度
の
図
書
館
の
利
用
状
況

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
１
人
あ
た
り
の
貸
出
点
数
は

16.
９
点
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
も
高

い
貸
し
出
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
本
年
度
・
事
業
計
画

本
年
度
の
図
書
館
事
業
計
画
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１．

図
書
館
基
本
計
画

（
１
）
知
的
サ
ロ
ン
と
し
て
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
図
書
館

（
２
）
町
の
情
報
・
資
料
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
図
書
館

（
３
）
町
の
特
性
に
根
ざ
し
た
町
民
に

親
し
ま
れ
る
図
書
館

２．

図
書
館
資
料
の
整
備
拡
充

新
鮮
な
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
年
度
は
児
童
図

書
・
高
齢
者
向
け
図
書
資
料
の
強
化
を

行
い
、
貸
出
状
況
や
地
域
性
を
考
慮
し

た
３
館
に
よ
る
分
担
収
集
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

３．

町
読
書
推
進
運
動
の
継
続
的
展
開

読
書
の
意
義
・
価
値
を
改
め
て
伝
達

し
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
」

を
対
象
に
長
期
的
・
段
階
的
な
読
書
推

進
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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図
書
館
ス
ロ
ー
ガ
ン

暮
ら
し
の
中
に
図
書
館
を

☆図書館中央館  ☎  675-6531　　　☆仁井田分館  ☎ 676-3155　　　☆上高根沢分館  ☎ 680-1770
　　　　　　　 FAX 675-6530　　　　　　　 　 FAX 676-3156　　　　　　　 　　  FAX 680-1780
　【ホームページアドレス】http://www.library.takanezawa.tochigi.jp/（PC）
                              http://www.library.takanezawa.tochigi.jp/serlssystem/mobile/（ｉモード）

開館時間
10 時～ 18時
（火曜日は 13時～ 18時）
休館日
月曜日、月末日、年末年始、
祝日・第３日曜日（仁井田・
上高分館のみ）、特別整理日

平成21年3月31日現在

３月末の住民基本台帳人口30,729人

中央館

仁井田
分　館
上高根沢
分　館

合　計

開館日数

286 

267 

267
 

273

所蔵点数

169,932

56,990

37,035

263,957

入館者数

127,038

33,970

20,339

181,347

利用者数 貸出点数 町民１人あたりの
年間貸出点数

68,681

18,234

11,736

98,651

年　間
１日あたり
年　間
１日あたり
年　間
１日あたり
年　間

350,115 
1,224.2 
105,750 
396.1 
64,170 
240.3 

520,035 
204,143 
171,438 
32,329 
112,125 
1,904.9 

一般図書
児童図書
雑　誌
ＡＶ資料
１日あたり

16.9 
（前年度16.5)

・
０
歳
児
に
絵
本
を
渡
す
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
運
動
、
乳
児
対
象
の
お
は
な
し

会
の
開
催

・
保
育
園
へ
出
向
い
て
貸
し
出
す
「
ふ

れ
あ
い
文
庫
」
の
実
施

・
学
校
図
書
室
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
連
携
し
て
行
う
移
動
図
書
館

の
実
施

・
中
央
館
内
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
設
置

４．

図
書
館
業
務
の
強
化

（
１
）
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
的
要
素
を
含
む

成
人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充

実

（
２
）
児
童
・
青
少
年
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

（
３
）
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（
４
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
支
援

５．

他
市
町
図
書
館
・
県
内
大
学
図
書

館
な
ど
と
の
相
互
協
力
の
推
進

６．

情
報
社
会
へ
の
対
応

（
１
）
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

（
２
）
電
子
メ
ー
ル
の
活
用

（
３
）
館
内
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
開
放

７．

職
員
の
資
質
の
向
上

利
用
し
や
す
く
親
し
み
あ
る
図
書
館

に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
資
料
や
情

報
を
利
用
者
と
結
び
つ
け
る
役
割
を
果

た
す
た
め
、
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努

め
ま
す
。



読
書
会
開
催
の
お
知
ら
せ

一
冊
の
本
で
共
感
し
よ
う

一
冊
の
本
で
共
感
し
よ
う

一
冊
の
本
で
共
感
し
よ
う

一
冊
の
本
で
共
感
し
よ
う

『
女
ざ
か
り
』
丸
谷
才
一
著
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図書館カレンダー（5月・6月）図書館カレンダー（5月・6月）図書館カレンダー（5月・6月）図書館カレンダー（5月・6月）図書館カレンダー（5月・6月）図書館カレンダー（5月・6月）

5月
 日 月 火 水 木 金 土
　     1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30
 31

■休館日　　午前休館　　中央館のみ開館

6月
 日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30

祝日・第３日曜日は
中央館のみ開館します

   ５月 ３日（日）
   　　 ５日（火）
 　  　６日（水）
 　  　17日（日）
   ６月21日（日）

開館時間
10時～18時

学習室も利用できます
ぜひお越しください！

き
ょ
う
は
　
ど
ん
な
　

お
は
な
し
が
　
き
け
る
か
な

絵
本
の
読
み
き
か
せ
の
ほ
か
に
、

動
く
お
は
な
し
の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
。

♪
中
央
館
（
第
２
・
４
土
曜
日
）

５
月
９
日
（
土
）
23
日
（
土
）

６
月
13
日
（
土
）
27
日
（
土
）

11
時
〜
11
時
30
分

♪
仁
井
田
分
館
（
第
１
・
３
土
曜
日
）

５
月
16
日
（
土
）

６
月
６
日
（
土
）

10
時
30
分
〜
11
時

♪
上
高
分
館
（
第
４
土
曜
日
）

５
月
23
日
（
土
）

６
月
27
日
（
土
）

15
時
〜
15
時
30
分

た
の
し
い
お
は
な
し

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

♪
中
央
館
（
第
４
水
曜
日
）

５
月
27
日
（
水
）

６
月
24
日
（
水
）

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

ば
ぶ
ば
ぶ
お
は
な
し
会

ば
ぶ
ば
ぶ
お
は
な
し
会

一
冊
の
本
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と

を
ゆ
っ
く
り
語
り
ま
せ
ん
か
。

参
加
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
者
に
は
テ
キ
ス
ト
を
お
渡
し
し
ま

す
。

◆
日
に
ち

５
月
23
日
（
土
）

８
月
22
日
（
土
）

11
月
21
日
（
土
）

２
月
20
日
（
土
）

◆
時
　
間

14
時
30
分
〜
16
時

◆
場
　
所

図
書
館
中
央
館
　
会
議
室

◆
講
　
師

笠
松
信
行
氏

初
回
、
５
月
23
日
（
土
）
は

８．

読
書
啓
発
事
業
の
推
進

（
１
）
お
は
な
し
会
の
開
催

（
２
）
講
座
・
教
室
の
開
催
　
　
　

自
発
的
・
啓
発
的
学
習
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
生
涯
学
習
機
関
な

ど
と
連
携
を
考
慮
し
な
が
ら
、
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

《
継
続
事
業
》

・
お
父
さ
ん
を
対
象
と
し
た
読
み
聞

か
せ
講
座

・
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

・
一
日
司
書
（
夏
休
み
）

・
読
書
感
想
文
を
書
こ
う
（
夏
休
み
）

・
読
書
会

（
３
）
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
開
催

保
管
期
限
後
に
除
籍
を
行
っ
た
資

料
や
寄
贈
本
の
有
効
利
用
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

（
４
）
祝
日
・
第
３
日
曜
日
開
館
の
実

施
今
年
度
も
中
央
館
で
は
、
第
３
日

曜
日
・
祝
日
を
開
館
し
ま
す
。

（
５
）
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
の
活
用

「
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
」
の
内
容
を

再
検
討
し
、
充
実
を
図
り
、
読
書
啓

発
、
利
用
拡
大
を
促
進
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

本
年
も
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
居
心
地
の
よ
い
図
書
館
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を
テ
キ
ス
ト
に
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】

美
し
い
女
主
人
公
・
南
弓
子
は
、
大

新
聞
の
論
説
委
員
。
書
い
た
コ
ラ
ム
が

も
と
で
政
府
か
ら
圧
力
が
か
か
り
、
論

説
委
員
を
追
わ
れ
そ
う
に
な
る
。

弓
子
は
、
恋
人
の
大
学
教
授
、
友
人
、

家
族
を
総
動
員
し
て
反
撃
に
出
る
が
、

は
た
し
て
功
を
奏
す
る
か
。
大
新
聞
と

政
府
と
女
性
論
説
委
員
の
攻
防
を
つ
ぶ

さ
に
描
き
、
騒
然
た
る
話
題
を
呼
ん
だ

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。



楽
し
い
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
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室
」
の
修
了
式
を
行
い
、
参
加
者
に
修

了
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
「
た
か
ね
ざ
わ
健

康
ま
も
り
隊
」
の
任
命
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
健
康
ま
も
り
隊
」
に
任
命
さ
れ
た

21
人
の
方
に
は
、
今
後
も
自
身
の
健
康

づ
く
り
を
は
じ
め
、
地
域
で
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
活
動
に
活
躍
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

「
健
康
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」、「
何

か
は
じ
め
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
自
己
流
で
色
々

と
試
し
て
い
る
が
、
長
続
き
し
な
い
」

な
ど
、
自
分
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

や
る
気
の
あ
る
方
。
ま
ず
は
町
保
健
セ

ン
タ
ー
主
催
の
教
室
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

一
人
で
行
動
す
る
よ
り
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
仲
間
た

ち
と
身
体
を
動
か
し
た
り
、
食
事
に
つ

い
て
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り
楽

し
く
健
康
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
を
ス
タ

ー
ト
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

各
教
室
の
内
容
・
日
程
に
つ
い
て
は

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問

合
せ
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

《
簡
単
レ
シ
ピ
》
大
募
集

今
年
も
簡
単
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
は
次
の
３
つ
で
す
。

◆
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

ご
は
ん
を
主
食
と
し
て
、
大
豆
製
品

ま
た
は
魚
、
野
菜
を
使
っ
て
主
菜
・
副

菜
も
そ
ろ
え
た
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー

◆
野
菜
た
っ
ぷ
り
ラ
ン
チ

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
地
元
野
菜

（
３
種
類
以
上
）
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

◆
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー

ご
は
ん
を
主
食
と
し
た
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
和
風
の
メ
ニ
ュ
ー

い
ず
れ
も
、
地
元
の
食
材
を
使
い
30
分
以

内
で
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
で
、
テ
ー
マ
に
あ
わ

せ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

簡
単
レ
シ
ピ
は
審
査
の
う
え
、
レ
シ
ピ
集

に
掲
載
ま
た
は
「
広
報
た
か
ね
ざ
わ
」
で
紹

介
し
ま
す
。

学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
審
査
の
う
え
、
学

校
給
食
の
献
立
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

応
募
方
法

◆
募
集
期
間

５
月
７
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
火
）

◆
資
格

町
内
に
在
住
の
方
（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
）

◆
募
集
内
容

各
テ
ー
マ
に
つ
き
、
地
元
の
食
材
を
使
っ

て
、
30
分
以
内
で
作
れ
る
料
理

◆
申
込
方
法

町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
町
図
書
館
３
館
（
中

央
・
仁
井
田
・
上
高
根
沢
）、
町
内
の
小
・

中
学
校
に
置
い
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
料
理
内
容
が
わ
か
る
完

成
写
真
を
添
え
て
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

1
６
７
５
―
４
５
５
９

ご
存
知
で
す
か
？

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
が

健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
せ
る
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

教
室
参
加
者
に
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
を
発
行
し
、
参
加
す
る
ご
と
に
ポ

イ
ン
ト
を
加
算
し
ま
す
。
高
ポ
イ
ン
ト

を
獲
得
し
た
方
に
は
、
お
楽
し
み
イ
ベ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

３
月
11
日
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」、

「
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、「
す
っ
き

り
ス
リ
ム
教
室
」、「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
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高根沢ゴルフパーク
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 http://www.i-golfers.com
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お問合せ

─　第八十五想　─

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
操
業
三
十
周
年

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
栃
木
工
場
が
高
根
沢
の
地
で
操

業
を
始
め
て
三
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
工
場
で
の

初
仕
込
、
初
び
ん
詰
、
初
出
荷
は
昭
和
五
十
四
年
。

当
時
の
高
根
沢
町
の
人
口
は
二
万
三
千
人
弱
。
現

在
の
人
口
が
三
万
千
人
弱
で
す
か
ら
、
二
万
二
千

人
前
後
で
推
移
し
て
い
た
わ
が
町
の
人
口
が
増
え

始
め
た
歴
史
と
、
こ
れ
ま
で
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
三

十
年
の
歩
み
は
そ
っ
く
り
重
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
四
月
二
十
二
日
に
記
念
式
典
が
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
栃
木
工
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
工
場
の
三
十

年
と
高
根
沢
町
の
三
十
年
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
き

に
、
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
栃
木
工
場
は
操
業
当
初
か
ら
厳

し
い
環
境
基
準
を
自
ら
に
課
し
ま
し
た
。
国
で
定

め
た
環
境
基
準
よ
り
も
数
段
厳
し
い
環
境
基
準
は
、

立
地
し
た
高
根
沢
町
の
環
境
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

文
字
通
り
企
業
と
自
治
体
が
共
存
共
栄
で
き
る
と

い
う
企
業
姿
勢
を
示
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

工
場
の
立
地
に
よ
っ
て
、
雇
用
や
税
収
な
ど
地

域
経
済
に
対
す
る
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
以
外
に
も
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、

工
場
で
は
操
業
時
の
植
栽
と
、
そ
の
後
の
植
樹
祭

を
通
じ
環
境
保
全
林
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
を
形
成

し
、
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
郷
土
の
樹
木

十
万
本
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

「
水
源
の
森
づ
く
り
」
と
称
し
た
水
の
恵
み
を
守
る

活
動
が
、
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
平

成
十
五
年
か
ら
行
わ
れ
、
鬼
怒
川
上
流
の
国
有
林

に
四
千
本
の
苗
木
を
植
林
し
、
毎
年
、
下
草
刈
や

枝
打
ち
な
ど
の
保
全
活
動
が
今
日
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
毎
年
行
わ
れ
る
県
道
の
清
掃
や
鬼
怒
川
河

川
敷
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
美

味
し
い
ビ
ー
ル
を
作
り
続
け
る
た
め
に
は
豊
か
な
水

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
目
の
前
を
流
れ

る
水
だ
け
で
は
な
く
、
直
に
接
す
る
機
会
な
ど
ほ
と

ん
ど
な
い
遠
き
源
流
の
山
々
の
木
々
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
本
物
の
創
造
力
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
陸
の
牡
蠣
か

き

養
殖
漁
師

が
山
に
木
を
植
え
続
け
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。

ま
た
、
単
な
る
醸
造
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
目
の
前

に
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
ら
自
然
に
拾
う
と
い
う
人
間
力
こ

そ
が
、
最
後
に
は
美
味
し
い
ビ
ー
ル
作
り
に
繋
が
る

こ
と
を
行
動
で
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
ま
す
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
敷

地
内
に
は
工
場
ビ
オ
ト
ー
プ
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

自
然
観
察
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
と

は
小
動
物
や
植
物
、
昆
虫
な
ど
が
生
息
す
る
空
間

と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
生
命
が
共
生
し
あ
い
豊

か
に
循
環
す
る
場
所
が
工
場
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
し
か
し
こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
、
食
品
工
場
で

は
決
し
て
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
何
ら
か
の
原
因
で
ビ
ー
ル
タ
ン
ク
の
中
に
一
匹
で

も
小
さ
な
昆
虫
が
混
入
し
た
ら
、
そ
の
損
害
は
莫
大

な
も
の
に
な
る
か
ら
で
す
。
で
き
る
だ
け
地
面
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
植
栽
な
ど
は
必
要
最
小
限

に
し
、
小
動
物
や
昆
虫
の
命
が
循
環
す
る
環
境
な

ど
排
除
す
る
こ
と
が
、
安
全
で
あ
り
コ
ス
ト
削
減
に

も
な
る
こ
と
な
の
で
す
。
で
も
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は

敢
え
て
難
し
い
道
を
選
び
ま
し
た
。
動
植
物
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
製
品
作
り
に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す

と
し
て
も
、
本
来
人
間
の
命
を
繋
ぐ
食
品
は
、
あ

ら
ゆ
る
命
が
繋
が
る
環
境
の
中
で
作
ら
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
考
え
方
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
べ
き
姿

を
ど
こ
ま
で
も
追
い
求
め
る
。
出
来
な
い
理
由
を
あ

げ
つ
ら
う
の
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る

た
め
に
何
を
乗
り
越
え
、
自
ら
を
高
め
る
た
め
に
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
を
常
に
考
え
行
動
す
る
。
た
と

え
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
は
余
計
に
か
か
っ
て
も
、
熟
練

の
技
術
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
本
物
を
提
供
す

る
の
だ
と
い
う
矜
持
き
ょ
う
じ

を
感
じ
る
の
で
す
。

私
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
栃
木
工
場
の
三
十
年
の
歴

史
か
ら
、
町
づ
く
り
の
本
質
を
学
ん
だ
気
が
し
ま

す
。
雇
用
や
税
金
、
そ
れ
だ
け
で
も
有
難
い
こ
と
な

の
に
と
思
う
と
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

「
キ
リ
ン
が
立
地
す
る
高
根
沢
町
は
き
っ
と
良
い

町
な
の
で
し
ょ
う
な
あ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

い
つ
の
日
か
「
あ
の
高
根
沢
町
で
作
ら
れ
る
の
だ
か

ら
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
本
物
に
ち
が
い
な
い
」
と
言
わ

れ
る
高
根
沢
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
だ
け
が
キ
リ
ン
さ
ん
へ
の
唯
一

の
恩
返
し
な
の
で
す
か
ら
。

Eメールアドレス
chouchou@town.takanezawa.tochigi.jp

住まいの

お問い合わせは

下記、又は
商工会まで！見積無料

直通電話 028-675-2219

栃木県商工会連合会登録
リフォーム事業所
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本紙は環境に配慮し再生紙と大豆油インキを
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（5月誕生編）
※満5歳までのアイドルを募集しています。た
だし、お１人1回の掲載とさせていただいてお
ります。誕生月の３カ月前から受け付けます。
町秘書広報課まで電話連絡ください。
※お子様の敬称は「ちゃん」で統一させてい
ただきます。

５
月
に
入
る
と
、
私
の
大
好
き
な
景
色

が
高
根
沢
中
に
広
が
り
ま
す
。

水
の
は
っ
た
田
ん
ぼ
に
稲
苗
が
整
然
と

植
え
ら
れ
、
吹
き
わ
た
る
五
月
の
風
に
緑

の
小
波
が
広
が
っ
て
い
く
光
景
。
高
根
沢

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
時
、
そ
の
よ
う
な
景
色

を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
連
休
中
に
は
、
き
っ
と
そ
ん
な
素

晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
小
さ
い
頃
か

ら
幾
度
と
な
く
目
に
し
て
き
た
原
風
景
と

も
い
う
べ
き
そ
の
景
観
は
、
こ
れ
か
ら
も

私
の
心
の
フ
レ
ー
ム
に
残
り
続
け
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
は
、
思
い
出
す
度

に
懐
か
し
さ
や
癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
て
く
れ

る
も
の
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
や

友
人
以
外
に
、
ま
ち
や
建
物
や
自
然
の

景
色
な
ど
が
、
私
た
ち
の
心
の
支
え
と
な

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

す
。さ

て
、
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て

１
カ
月
。
戸
惑
い
や
葛
藤
な
ど
を
感
じ
た

時
に
は
、
一
息
つ
い
て
人
生
や
仕
事
の
原

点
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と

な
っ
た
「
原
点
」
に
立
ち
返
っ
て
み
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
夢
や
目
標
な
ど
大
事

な
も
の
が
再
び
目
の
前
に
現
れ
て
き
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に
立
ち
向
か
う
勇
気
や

希
望
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
あ

き
）
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